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5/12　第245回　経営者モーニングセミナー（38社39名）　 6月 2日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「三代目から四代目へ」 テーマ： 「働き方改革と労基署対策」

講　師： 武田 博志　氏（天童市相談役/㈱タケダ自動車代表取締役） 講　師： 　菊地 仁士　氏

6月 5日（火）山形県倫理法人会6月度役員会

場　所： 「ホテルシンフォニーアネックス」（寒河江）

役員朝礼　　13:45～14:00

県役員会  　14:00～16:00

6月 9日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「倫理は人生を創る」

5/19　第246回　経営者モーニングセミナー（34社39名） 講　師： 　高橋 進一　氏

テーマ： 「自分の『壁』をいかに越えるか」
講　師： 那須　隆　氏（倫理研究所法人局　北海道・東北方面長） 6月12日（火） 6月度北村山役員会

内　容： 「会員スピーチについて」※昼食しながらになります。

会　場： 東根市　「ペコリーノ・スペリオーレ」さん

会　費： 500円　時　間:12:00～13:00

6月16日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「『倒産』して解りました！報恩の経営」

講　師： 　野口 敬志　氏

5/26　第247回　経営者モーニングセミナー（22社28名） 6月16日～17日　山形県倫理経営塾　第2講

テーマ： 「“心”とは何か？」 場　所： クアハウス碁点（村山市）

講　師： 森田 直樹　氏（北村山朝礼副委員長/三共木工㈱山形事業所長） 時　間： （土）8：30～（日）16：15

※法人会バッチ、ネームプレート着用、「万人幸福の栞」持参

6月22日（金）18:30～ 倫理経営基礎講座

テーマ： 「第21講　信用、信頼の要」

講　師： 　松枝 秀雄　氏

6月23日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「受け切る力」

講　師： 　松枝 秀雄　氏

6月23日（土） 温泉 DE ヨガ in 北村山

内　容： ゆうきさおりさんによるヨガ講座

会　場： 東根温泉「民謡の宿あづまや」

会　費： 2,000円　時　間：8:30～9:30

6月30日（土） 経営者モーニングセミナー

テーマ： 「みちのく山形に導かれ倫理法人会との出会い」

講　師： 　越津 洋太　氏

アルファクラブ東北㈱（東根市） 清野 あゆみ　所長  （H30年6月入会）
㈱ウィザード（東根市） 荒井 俊太郎　社長　(H30年6月入会）

さん ㈱丸屋本店（東根市）　※移籍 鈴木 文助　社長   　(H30年7月入会）

北村山倫理法人会は地域の“寺子屋”です！

（長井市会員/平和堂薬房　四代目）

山形県倫理法人会女性委員会セミナー　「大人の授業！味覚と陶芸！」

筆者：県女性副委員長　田中幸子

北村山倫理法人会会報 平成30年6月号

～6月の行事予定～

　　北村山倫理法人会　　【事務局】山形県東根市温泉町1-2-2　　TEL.0237-41-2041　 FAX.0237-41-2042

5月度経営者モーニングセミナー報告　(94社106名参加)

筆者：朝礼委員長　長瀬洋一　

筆者：会長　奥山康博　

筆者：相談役　早坂幸起　

（倫理研究所研修部　研究員）

（倫理研究所研修部　研究員）
2018/5/18　倫理経営基礎講座「第20講　運命を切り拓く」

講師　倫理研究所法人局　北海道・東北方面　方面長　那須　隆　氏　

（北村山広報委員長/社会保険労務士）

（北村山専任幹事/㈱さくら野コーポレーション代表取締役）

（宮城県副幹事長/㈱アステム　代表取締役）

新入会員

ご入会ありがとうございます！

筆者：専任幹事　高橋進一　

 「心」という文字は心臓の象形文字であり、心臓は人間の体の中

で一番きれいなところ。ということは心と心臓が一致すれば「心」が

一番きれいでなければならない。心を使った感じは220文字ある、例

「憲」「惑」「恕」「怒」「怠」「慶」「憩」「応」「感」「悶」「怠」「忌」「愛」

「恋」「悪」「徳」「悲」「恵」「念」「愚」「慈」「慧」・・・ 「心」をきれいに

するということは利他の部分を成長させることにある、それこそまさに

倫理の学び。 

 他人にこうあって欲しいと求める心癖は、己が至らぬことの反映に過

ぎない。己が一切である。自分がよくなり他者と己を隔てていた見えな

い壁を取り去れば、自ずから周囲が変わり、事業が変わる。ただ自分

が改まれば、すべてが解決する。他者を責めず、心から慈しみ、自分

から相手の心に寄り添い、愛し、許すとき、自他一如の心の世界が

開ける。自他を隔てる壁を乗り越えると己の個性が輝くのだと学んだ。 

 

 いつになく真面目な話で！本日は違う一面を見せてくれました。

創業者の祖父が自転車屋から始まり、納車には一度も地面に付

けることなく担いでお渡ししていたという。お客様への感謝、おもてな

し、接客の想いが代を超えて引き継がれている。サービスにはいろ

いろあるが『値引きは最後』と言い切る。それだけお客様へのサービ

スを徹底しいるとは凄い、『和気あいあいだけではダメ、プラス厳しさ

も必要だ』と締めくくる。 

 塙保己一は盲目の最上級の官位である検校に就いた。『群書類従』を編纂するその

功績が認められてのことである。盲目という一見不遇の定めこそ、氏の運命を大きく切り

開くきっかけとなった。既に宿ってしまったものを変えることは出来ない。しかし、自分の生

きる道行きはまだ決められていない。己の心の通りに形づくることが出来る。心を明るく

保ち、つねに「これがよい」と言い続けることが運命を大きく展開させるのだと学んだ。 
 

 セミナー当日の5月12日、幸い晴天に恵まれた。ピンポンパンポーン♫ 定刻通り授業開始のチャイムが鳴り、32

名による大人の授業が始まった。まず一限目は、料理人“umui”さんこと佐藤恵美子先生による味覚の授業。塩、

砂糖、醤油、だし。数種類ずつを自分の舌で、味の違いを確かめた。自然のものと、化学調味料とは歴然とした

違いが感じられ、甘味、塩味、酸味、苦味、旨味の『五味』についての講義も、皆真剣に聞き入っていた様子

だった。昼食は、地元の食材を自然調味料で調理した、身体に優しい“umui”さん手作りのご飯をいただいた。 

 二時限目は、高橋先生による陶芸の授業。基本的な粘土の扱い方を教えていただいた上で、作業に取りか

かった。マグカップやお皿、自社のキャラクターをモチーフとした器だったり、各々の個性を活かした製作の様子だ。

全工程が終了し、家路につく参加者の笑顔がとても印象的で、その様子から今回のイベントが成功したことを実

感した。 


